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22モウソウチク林

　　Pぬ夕1♂o∫彪漉夕sぬθ’θγoのア6如f．ρ％∂θs6θηs－Bestand

23　クズーウツギ群落

　　P癬η磁1訪α孟α一D甜勧αoγ朋α無Gesellschaft（本文中im　Text．P．69）

24ケネザサーススキ群集

　　Aru簸dinariopygmaeae－Miscanthet題m
　　sinensis（本文中imTextp．71）

25　ユウガギクーヨモギ群集

　　Kalimerido－Artemisietumprincipis（：本文中imTextp．73）

26ベニバナボロギクーダンドボロギク群集

　　Crassocephalo　crepidioidis－Erechtitetum

　　hieracifo韮iae

27　カゼクサーオオバコ群集

　　Eragrostio　ferrugineae－Plantaginetum

　　asiaticae（本文中imTextp。77）

28　カラスビシャクーニシキソウ群集

　　Pi鍛e玉玉ioternatae－Euphorbietum

　　pseudochamesyce
29　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群i落
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Tab．30

Tab．31

Tab．32

Tab．33

Tab．34

Tab．35

E㎏醐。πoαηα46ηs客s－Eガ9670η脇窺α’γθηs2s～Gesellschaft（本文中im　Text　p．79）

ホウキギクーコブナグサ群落

、4s’θ7∫π伽鰯粥一！1励鷹。π燃勿4％yGesellschaft（本文中im　Text　p・80）

　トキンソウーウリクサ群集

Centipedo－Vandelliet“mcrustaceae（本文中imTextp．81）

ウリカワーコナギ群集

Sagittario－Monochorietum（：本文中imTextp．82）

アオウキクサ群団

LemRionpaucicostatae（本文中imTextp．83）

ダム周辺域における植栽適種一覧蓑

Tabelle　der　geelgneten　Arten　f哲r　dle　Umwe｝tschぴtzwalder　und　GrUnplanung　in

der　Umgebung　des　Nolnura－Dammes（本文中irn　Text　p，108）

マント群落適性種一覧表

Tabelle　der　geeigneten　Artea　f慧r　die　Mantelgesellschaften，　Hecken　und　Wald－

rander　in　der　Umgebung　des　Nomura－Dammes（本文中iIn　Text　p・109）



1！

　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vorwort

　古い文明を有する世界の各地と同様に，我が国においても，すでに厳密な意味での自然植生は

きわめて少なくなっている。古くから人が定住していた四国においても九州，本州と同様に，そ

の殆どの地域ぱ様々な人為的影響下に対応した自然植生のおきかえ群落としての代償植生によっ

て占められている。

　現在建設省四国地方建設腸野村ダム工事事務所が建設中の愛媛県肱川の上，中流域も典型的な

目本の山地の田園景観，半自然景観によって占められている。この野村ダム建設地および野村ダ

ムやすでに完成している鹿野川ダムの集水域およびその周辺の地形，植生，景観を概観すると，

急峻な斜面，深い渓谷部など四国内陸部の一般的地形によって占められている。

　野村町を中心とする肱川上，中流域も古くから長い闘にわたる人間の活動によって，農林業，

最近は牧畜業も含めた様々な土地利用が山地の奥深くまで達している。しかし，急峻で複雑な地

形と台風シーズン，梅雨明けの集中蒙雨などの様々な厳しい環境条件下の土地利用形態は一定の

枠をはめられている。

　一見無雑作に偶然の所産として行われている様に見える野村町およびその周辺の土地利用形態

も，長い時間をかけて試行錯誤の経験的結果ではあったかもしれないが，その土地や±地圃有の

自然植生維持力すなわち潜在自然植生に見事に応じて行われている。

㍉一
　　驚擁爵・．

鱒嬰　凝繋嘱羅
。竃智計

　　慈耀罵’

纏義目．

畿欝瓢． 藷 灘
Phot．1　野村ダムのダムサイトの造成地。

　　　Baustelle　des　Staudamms　von　Nomura．
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　すなわち肱川やその支流沿いの沖積地は水田に，それに接した，わずかな段丘状の緩傾斜地に

は，しぼしぽ数戸の農家によって畑地，灌慨の便のあるところでは階段状の水田が耕作されてい

る。本家と呼ばれるような旧い農家の裏山にはアラカシ，ウラジロガシ，コジイ，タブノキなど

の大木を混えた自然度の高い常緑広葉樹林が残され，あるいは形成されている。周辺の水田，畑

には傾斜が急で農耕地利用が園難な立地はモウソウチク林をはじめスギ，ヒノキあるいはアカマ

ツの植林地として利用されている。また礫を含んだ排水の良い山地斜面ではクリ園として利用さ

れている。集落から少し離れた斜面などは，いわゆる里山として，長い間薪炭林あるいは，柴刈

山として15～25年に1回の定期的な伐採や2～3年越1圓の柴刈山として利用されていた採草

地や低木林経営下におかれた雑木林の形態が今日なお伺える。

　しかし，渓谷沿いの急斜面地では，植生や土地の積極的利用は限られていた。大部分の河川沿

いなどの急斜面では，その立地本来の自然植生であり，平坦地では潜在自然植生としてしか広範

囲には認め得ないシラカシ群集やウラジロガシ群落などの常緑広葉樹林が帯状に残され，保全さ

れてきた。

　本県に代表される様な沿岸低地部の恒常的水不足を解決するために建設されている野村ダムを

論難罐i

Phot．2　扇状地の土地利用形態。谷状地は水田に，やや高い地形は畑地や佐宅地に，

　　　　山地斜面はスギ，アカマツ，モウソウチクが植栽されている。

Landnuもzungsweise　auf　dem　Schwemmkege至und　im　TaL　I斑Tal　l圭egen　Reisfelder，　die　n三cht　zu

s亀eile捻Hange　werden　als　Acker　u訟d　Siedlungs－Gelande　genutzt．　A犠f　den　oberen壬｛益ngen

wacksen　Forsten　von　C冗ゆ渉。物θγ如ノ砂。痂。α，　P助駕s　4飢s翻。ηz　und　P勿♂‘os如。勿s舵彪名。のpo砺f．

卿ろ6ε08η＆
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はじめ，最近のダム建設に見られる様に，最新の各種土木技術と鉄材，セメントその他に代表され

る様な莫大な無生物的な土木建設材料が大量に投入され，短期間に完成される事：業は，必然的に

広範な自然環境，植生，長い間保たれてきた田園景観に大きな変化を与える。

　この様な土木的な地形，植生，景観に及ぼす変化が，その地域全体の生態学的なシステムや長い

間存続してきた住民の心身両面の生存環境としてのバランスを破壊しない程度の配慮が事前調査

（アセスメント）によって保証されなければならない。またダム建設に伴う周辺部の叢叢化した

斜癖，道路周辺，土捨場，原石山などでは，積極的に“生きた構築材料Lebendiger　Baustoff、、を利

用した，緑豊かなよりよい環境の創造が同時に行おれなければならない。

　アセスメントやその土地固有の緑豊かな環境を創造する一つの基本的な方法に植物社会学的，

生態学的な調査・研究がある。すなわち，現地調査にもとずく植生調査および植生調査結果を室

内における群落組成表作製と，相：互に比較して決定された植物群落単位を基礎に，さらに現地調

査を繰り返しながら作製された植生図が基礎資料となる。

　現存している植物群落の具体的配分を地図上に描いた現存植生図は，あらゆる自然環境の総和

に，野村町の様な文化景観域では，現在までの様々な人為的干渉の結果を総合した生態学的な現

状診断図の役割を果たす。また潜在自然植生図は，様々な人為的干渉下に，それぞれの人為的干

渉に対応して持続してきた自然植生のおきかえ群落としての代償植生によって占められている地

域で，本来の潜在自然植生の維持能力を表現したものである。すなおち，今一切の人為的干渉を

縷

灘

南〆

羨欝

　Phot．3　山足部の代表的景観。山地下部にモウソウチクが植栽されている。

Ein　typisches　Landschaftsblld　bei　Nomura．　Entlang　des　FuBteils　des　Berges　wachst

P勿〃os’α01り～s舵’θ70のむ如f．勿ゐθsご伽∫．
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停止したら，その立地がどの様な，自然植生を支え得るかの理論的に考察し得る自然植生の具体

的な配分を地図上に描いたものである。

　この様な生物集団の中でも移動能力を持たない植物群落を指標とした立地および環境の診断

は，その土地の自然環境の質と土地利用の形態や許容範囲を知る上でも基本である。

　また野村ダム建設の様な大規模な土木工事に伴い，必然的に生じる植生破壊地や裸地に，その

土地の潜在自然植生に対応した自然の回復，緑の環境創造を計画・実施するための処方箋的役割

も果たす。

　本報が四国の肱川流域の生態学的な地域植生誌として生態学や隣接諸科学発展の基礎資料として

十分に役立つことが期待される。同時に大規模な自然の改変を伴う野村ダムの建設工事に際して，

大量の非生物的構築材料による新しい土木工事技術と共に，生きた緑の構築材料による積極的な

環境創造の基本的，具体的資料として，緑豊かな，地域固有の郷土の景観の形成，維持に寄与す

る様に強く望まれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

Phot．4　大森山に広く植栽されたスギ植林。

C吻’o駕6加ブ砂。痂αz一Forst　auf　dem　Omoriyama－Berg．


